
 

 

 

目標 

６ 生涯を通じた健康
づくりの促進 ① 生涯を通じた男女の健康支援の推進 

② 妊娠・出産等に関する健康支援 

① ひとり親家庭等様々な困難な状況に置かれ
ている人々への対応 

② 高齢者・障害者の自立に向けた支援 
③ 外国人等が安心して暮らせる環境づくり 

５ 誰もが安心して暮
らせる環境の整
備 

Ⅱ安全・安心

に暮らせる

社会づくり 

男
女
が
と
も
に
認
め
合
い
、
支
え
あ
い
、
元
気
な
千
葉
県
を
目
指
し
ま
す 

基本目標 施 策 の 方 向 

 

① ＤＶ・児童虐待（しつけと称する体罰含）等、 
あらゆる暴力の根絶と被害者への支援 
重点的取組 

② 性に起因する人権侵害を許さない社会環境づくり 
③ メディアにおける女性や子どもの人権への

配慮 

４ あらゆる暴力の
根絶と人権の尊
重 

９ 男女共同参画の 

視点に立った教 

育・学習の充実 

① 政策・方針決定過程への男女共同参画の 
促進 ☚重点的取組 

② 女性の能力発揮への支援 

２ ライフステージに
応じた男女共同
参画の促進 

① ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調 
和）の普及促進 ☚重点的取組 

② 雇用の分野における男女共同参画の促進 
③ 農林水産業における男女共同参画の促進 
④ 自営業者、家族従業者、起業家等に対する支援 
⑤ 意欲と能力を生かす再就職に向けた支援 
⑥ 多様な働き方に対する支援 

① 子育て・介護への支援 ☚重点的取組 
○ ワーク・ライフ・バランス（仕事と生活の調

和）の普及促進 ☚重点的取組 
② 誰もが健康で安心して働ける環境の整備 
③ 家庭生活における男女共同参画の促進 
④ 地域活動における男女共同参画の促進 

重点的取組 

Ⅰあらゆる分
野で男女が
ともに活躍
できる環境
づくり 

３ 政策・方針決定 
過程における 
男女共同参画の 
促進 

１ 労働の場におけ
る男女共同参画
の促進 

基本的な課題 

① 防災・復興における男女共同参画の視点を 
取り入れた取組の促進 ☚重点的取組 

② 消防・防災活動における女性の活躍促進 

Ⅲ男女共同

参画社会

の実現に

向けた基

盤づくり

  

① あらゆる人々にとっての男女共同参画の 
推進 ☚重点的取組 

② 男女共同参画に関する調査研究、情報の
収集・整備・提供 

８ 男女共同参画へ
の意識づくり 

① 学校教育・社会教育等における男女共同参 
画の啓発・推進 

② 多様な選択を可能にし、個性を伸ばす 
教育・学習の充実 

７ 防災・復興におけ
る男女共同参画
の促進 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

  

  

 

  

  

  

 

 

  

  

  

  

 

 

  

  

 

第５次千葉県男女共同参画計画 骨子案 

４ 体系図案 
 

１ 計画の基本的な考え方  
（１）計画策定の趣旨 

本県は、少子高齢化の進展に伴い、人口減少や生産年齢人口（15歳～64歳）の減少が見込
まれており、さらに、令和元年房総半島台風等、頻発する大規模災害や新型コロナウイルス
の感染拡大による新たな課題にも直面している。こうした中、持続可能な活力ある社会を実
現するためには、男女が互いを尊重し、ともに責任を分かち合いながら、一人ひとりが個性
と能力を発揮して活躍できる社会の実現を目指して、引き続き取り組んでいくことが重要で
ある。 
千葉県男女共同参画第５次計画では、これまでの取組の成果や課題、「千葉県男女共同 

参画社会の実現に向けての県民意識調査」の結果を踏まえ、現計画の基本計画の一部を 
見直すとともに、令和３年度からの５年間の事業計画を策定する。 

（２）計画の位置付け 
   ○ 男女共同参画社会基本法第１４条に基づく法定計画である。      

○ 千葉県総合計画や本県の関連諸計画との整合性を図る。 

（３）計画の期間 
○ 基本計画：令和７年までの５年間 
○ 事業計画：令和３年度から令和７年度までの５年間 

（４）目標 

  「男女がともに認め合い、支え合い、元気な千葉県を目指します」 

３ 計画の推進 

〇  千葉県男女共同参画推進本部・千葉県男女共同参画推進懇話会による推進体制の充実強化 

 〇 市町村・事業所・民間団体・県民等との連携強化 

〔基本理念〕 
○ 日本国憲法（個人の尊重と法の下の平等） 
○ 男女共同参画社会基本法の５つの基本理念（「男女の人権の尊重」「社会における制度又は慣行についての
配慮」「政策等の立案及び決定への共同参画」「家庭生活における活動と他の活動の両立」「国際的協調」） 

２ 重点的取組 
＜現状と課題＞              ＜重点的取組＞ ※赤字：新規 

 
                       
 
 
 
 
 

 
 

 

 
 

○ 少子高齢化の進展により、人口減少や生産年齢人口
（15歳～64歳)の減少が見込まれる中、持続可能な活力
ある地域社会を維持するためには、性別にかかわりなく、
一人ひとりが個性と能力を発揮して活躍できる環境を整
備することが重要である。一方、社会の中で長年にわたり
形成されてきた固定的性別役割分担意識等は男女双方
に存在することから、それらの意識改革に取り組むととも
に、女性の活躍を推進する必要がある。 

 
○ 令和元年房総半島台風等の災害や、新型コロナウイ 
ルスの感染拡大の影響 
 

○ 行政に対し、子育てや介護中であっても仕事を続けら
れるように支援することや保育及び介護施設サービスの
充実、再就職支援、労働時間短縮や在宅勤務の普及な
ど男女がともに働き方の見直しを進めることを要望する
者の割合が高い（県政世論調査）  

 
○ 政策方針決定過程への女性の参画は依然低水準 （県
審議会等女性登用率30.4% H31.4.1現在） 

 
○ 女性に対する暴力根絶への問題意識。県内では女性
の約３人に１人が配偶者から被害を受けたことがあると
回答（県民意識調査） 

 
○ 男女の平等意識において、男性優遇と感じている人の
割合は約７割として依然高い（県民意識調査） 

 

 

 

① ワーク・ライフ・バランス(仕事と生活の 

調和)の普及促進 

 

② 子育て・介護への支援 

 

③ 地域活動における男女共同参画の推進 

 

④ 政策・方針決定過程への男女共同参画 

の促進 

 

⑤ ＤＶ・児童虐待（しつけと称する体罰含）等

あらゆる暴力の根絶と被害者の支援 

 

⑥ 防災・復興における男女共同参画の視点を 

取り入れた取組の促進 

 

⑦ あらゆる人々にとっての男女共同参画 

の推進 

 

 

 

 

 

入れ替え 

基本目標 

Ⅲ⇒Ⅱへ変更 

資料２－１ 


